
年始における浮遊観じん調査について

MeasurementofSuspefided Particulates

in the Beginning of the Year

石井　達三

要　　旨

昭和59年12月31日～昭和60年1月4日の期間（以下、「年始」という。）とその前後の期間にっ

いて県内4地点で浮遊粉じんの調査を行った。その結果、（1）ローポリウムサンプラーで測定し

た年始の浮遊粒子状物質濃度ほ、44～59〟g／dの範囲にあった。（2）浮遊粉じんに含まれる金属

・水溶性イオンの年始の濃度ほ、昭和59年12月24日～12月28日の期間（以下、「年始前」という。）

と比べて低いものが多かったが、NOJほ年始前と同じレベルであった。（3）年始の浮遊粉じんに，

対する二次粒子の推定割合ほ20～24％、土壌粒子の推定割合ほ10～18％であった。

でである。
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1　はじめに

大気中の浮遊粉じんは、土壌・海塩粒子など自然界

から発生するもの、工場一自動車等人間活動に伴って

発生するものなどがあり、この発生源の多様性が浮遊

粉じん対策を困難なものにLている。また、浮遊粉じ

んには各種発生源から直接粒子とLて発生するものだ

けでなく、大気中のガスから粒子に転換Lたものもか

なりの割合で含まれており、この二次粒子の生成機構

の解明も浮遊粉じん対策にとって重要である。そこで

今回、浮遊粉じんの発生宙、汚染機構解明の調査研究

のひとつとLて、人為的発生源の寄与が小さくなると

考えられる年始とその前後の期間について浮葛粉じん

の調査を行ったので、その結果について報告する。

2　調査方法

2・1　調査地点及び調査期間

調査は、所沢（所沢保健所）、戸田（戸田・廣保健

所）、浦和（公害センター〕、久喜（久喜南中学校）の

4地点で行った。図1に調査地点の位置を示す。

戸田ほ中小規模の工場と住宅の混在する地域にあり、

他の3地点ほ住宅地域にある。

調査期間ほ、年始前が昭和59年12月24日から12月

28日まで、年始が昭和59年12月31日から昭和60年1月

4日まで、年始後が昭和60年1月14日から1月用Rま

－52】

囲1　詞査地点

2・2　試料の採取及び分析方法

所沢、戸田及び久喜ほ常時監視測定局コンテナ上

浦和ほ公害センター倉庫屋上で、アンダーセンサソ

ラー及びサイタロソ付（10〃mカット）ローポリウ

サンプラ一により石英蔵椎ろ紙上に浮遊粉じんを探

した。アンダーセンサソプラーの段構成を変えて0

4段、バックアップホルダーを上部に置き、浮遊粉

んを粒径11〃m以上、11〃m～2．1〃m、2．1〃m以下

に分・別採取した。

ローポリウムサンプラ一による試料は金属（A王

Zn、Pb、Cu、Fe、Mn、Ti）を、アンダーセンサン

ラーによる試料ほ水溶性イオソ（CI∴　NOJ、SO言‾、
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NH∴　Ca2十、Mg2＋、Na＋、K＋）を分析Lた。Alを除く

金属はけい光Ⅹ線分析法、Alほろ紙をフッ酸処理後炭

酸ナトリウム溶融を行い原子吸光光度法により定量し

た。水溶性イオンについてほろ紙を蒸留水で超音波抽

出後、Cl∴NOJ、SO…‾ほイオンクロマトグラフ法、

NH；ほインドフェノール法、Ca2＋、Mg2＋、Na＋、K＋ほ

原子吸光光度法により定量した。

3　結果及び考察

3・1　調査期間中の気象

調査期間中の気象条件を表1に示す。12月24日～

表1調査期間中の気象条件

期　 間 地　 点
風 速

（m ／s）
主 風 向

温 度

（℃ ）

湿 度

（％ ）

12／24

ロ

12／28

所　 γ尺 1 ．4 N 0 ．2 59

戸　 田 1 ．6 N N W 1 ．1 5 5

清　 和 1 ．9 N W 0 ．7 5 6

久　 喜 1 ．8 N W 1．1 6 0

12／31

ロ

1 ／4

所　 沢 1 ．4 N N W 2 ．0 6 3

戸　 田 1 ．4 N N E 2 ．8 6 1

膚　 和 2．0 N 2 ．6 62

久　 喜 1．4 N W 2 ．9 6 8

1 ／14

ロ

1 ／18

所　 沢 2 ．4 N 0 ．3 52

戸　 田 2 ．5 N N W 1 ．3 4 7

浦　 和 3 ．4 N W 0 ．7 4 8

久　 喜 2 ．7 N W 1 」 52

注）久喜の温度・湿度は幸手監視局，
その他は調査地点の監視局のテ一夕を用いた。

28日ほ強い冬型の気圧配置であり、乾煉Lた晴天の日

が続いた。i2月31日～1月2日ほ冬型の気圧配置が弱

まり平年より暖かな晴天であった。1月3日ほ朝方雪

がばらつきその後冬型の気圧配置が強まった。1月

14日～柑日は冬型の気圧配置で乾燥した晴天が続き、

14日と17日ほ比較的風が強かった。

3・2　年始前撞の大気汚染状況

図2に浦和におけるSPM、SO2、NO、NO2濃度の

年始前後の経日変化を示す。全体的傾向としては各汚

染物質とも1月1日から5日ないし8日頃まで連続し

て低濃度を示した。浮遊粉じんの発生源となる人為的

活動ほ12月31R斯こはかなり低下するものと考え、今
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図2　SPM・SO2・NO・NO2濃度の経日変化
荘）公害センター監視局のデータを用いた。

回は12月31日～1月4日までを年始の調査期間として

設定Lたが、31日の各汚染物質ほ低濃度とほいえず

SPMほ、むしろ高濃度であった。他の調査地点の汚染

物質濃度も同様の傾向を示した。

3・3　浮遊観じん濃度

蓑2にローポリウムサンプラーで測定した調査期間

中の浮遊粒子状物質（SPM）濃度を示す。年始の

蓑2　調査期間中のSPM濃度　単位：購／mj

期 間 12／24 12／31 1 ／14 月　 平　 均　 値

地 点 ～ 12／28 ～ 1 ／4 ～ 1 ／18 1 2　月 1　 月

所　 沢 81 4 4 39 63 3 1

戸　 田 10 9 5 4 48 8 8 4 2

浦　 和 91 5 7 4 1 7 2 3 4

久　 喜 72 5 9 38 8 7 5 0

注）月平均値は監視局のデータを周いた。所沢・浦和
は光散乱法，戸臼・久喜はβ線吸収法。

SPM濃度は44～5紬g／逼の範囲にあった。年始前と

比較すると低濃度であるが、1月14日～18日の期間

（以下、「年始後」という。〕よりは濃度が高かった。

常時監視局のSPM濃度の月平均値と比較すると、各

地点とも年始の濃度は12月の平均濃度は下回るものの－

1月の平均濃度よりは高かった。監視局のデータは自

動測定器によるものでありローポリムサンプラーの測

定結果と単純に比較はできないが、今回の年始の浮遊

粉じん濃度ほ特に低濃度であったとはいえないであろ

－53一
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蓑3　調査期間中の金属濃度
単位：〃g／mコ

　　　 項 目
期 間　 飽占

A l Z n P b C u F e M n T i

1 2／2 4

l

1 2／2 8

所 沢 0 8 3 （2 ．4 ） 0 3 0 （3 ．8 ） 0 ．1 4 （2 8 ） 0 ．0 6 （β 0 ） 0 ．9 6 （2 0 ） 0 ．0 3 （3 0 ） 0 ．0 7 （Z 3 ）

戸 田 1 2 8 （3 ．8 ） 0 ．6 7 （4 5 ） 0 2 6 （3 ．7 ） 0 ，0 9 （3 0 ） 1 ．5 5 （3 ．0 ） 0 ．1 4 （1 4 ） 0 1 3 （3 3 ）

慮 和 0 9 4 （1 ．9 ） 0 ．4 3 （2 7 ） 0 ，1 9 （3 ．8 ） 0 ．0 6 （3 ．0 ） 1 ．18 （2 1 ） 0 ．0 5 （5 ．0 ） 0 ．0 9 （2 ，3 ）

久 喜 1 ．1 2 （1 ．8 ） 0 ．4 5 （3 ．0 ） 0 ．1 0 （1 4 ） 0 ．0 6 （2 ．0 ） 0 ．9 1 （1 ．6 ） 0 ，0 5 （5 ．0 ） 0 ．0 6 （1 5 ）

1 2／3 1

l

1 ／4

所 沢 0 ．3 4 0 ．0 8 0 ．0 5 0 ．0 2 0 ．4 7 0　0 1 0　0 3

戸 田 0 ．3 4 0 ．1 5 0 ．0 7 0　0 3 0 ．5 1 0 ．0 1 0 ．0 4

清 和 0 ．5 0 0 ．1 6 0 ．0 5 0 ．0 2 0　5 5 0 ，0 1 0 ．0 4

久 喜 0 ．6 4 0 1 5 0 ．0 7 0 ．0 3 0 ．5 8 0 ．0 1 0　0 4

1 ／1 4

l

1 ／1 8

所 沢 1 ．0 6 （3 ．1 ） 0 、1 5 （1 ．9 ） 0 ．0 8 （1 ．6 ） 0 ．0 3 （1 ．5 ） 1 ．0 6 （2 ．3 ） 0 ．0 2 （2 0 ） 0 ．0 8 （2 ．7 ）

戸 田 0 8 8 （2 ．6 ） 0 ．2 9 （1 9 ） 0 ，1 0 （1 ．4 ） 0 1 2 （4 ．0 ） 0 ．9 7 （1 ．9 ） 0 ．0 4 （4 ．0 ） 0 ．1 1（2 8 ）

浦 和 0 ．9 4 （1 ．9 ） 0 ．1 8 （1 ．1 ） 0 ．0 7 （1 ．4 ） 0 0 7 （3 ．5 ） 0 7 8 （1 ．4 ） 0 ，0 3 （3 ．0 ） 0 0 5 （1 3 ）

久 喜 0 ．8 6 （1 ．3 ） 0 ．2 8 （1 ．9 ） 0 ．0 5 （0 ．7 ） 0 0 3 （1 ．0 ） 0 ．6 7 （1 2 ） 0 0 3 （3 ．0 ） 0 ．0 4 （1 ．0 ）

庄）カソコ内は正月の濃度に対する比率。

う。年始の都市域の浮遊粉じん濃度として23～29〃g／

dという測定例に比べ、今回の調査結果はやや高いレ

ベルにあった。その原因のひとつとして、今回年始の

調査期間に含めた12月31日のSPM濃度が高かったこ

とが考えられる。

図3にアンダーセンサソプラーで測定Lた調査期間

中の粒径別浮遊粉じん濃度を示す。年始後の粒径11β

m以上の粗大粒子の濃度が高い点が注目されるが、こ

れは期間中風の強い日があり乾燥Lた天気と相まって

土壌の舞上りの影響が大きかったものと推察される。

次に主とLて二次粒子及び人為的発生源からの一次粒

子の寄与が大きいと考えられている粒径2■1〃m以下

の微小粒子に注目すると、年始ほ年始前よりもかなり

濃度が減少Lていた。LかL、微小粒子の割合ほ年始

瀾

　

　

　

　

幻

（
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＼
叫
ヱ
ヰ
コ
蛮
稽
改

図3　調査期間中の粒径別浮遊粉じん濃度

－54－

が65～67％で年始前の61～63％を若干上回っていた。

なお、年始後ほ微小粒子の濃度が年始と同一レベル¢

一地点を除いてさらに減少しているが、これはさきをこ

述べたように風速等の気象要因によるものと考えら計

る。

3・4　金属濃度

ローポリウムサンプラーで測定した調査期間中の惑

属濃度を蓑3に示す。年始の金属濃度は年始前より車

夫幅に低下Lており、年始後と比べても濃度の低いヰ

のがほとんどであった。測定Lた金属のうち、茜畑∈

の発生源データによれば、Al、T主ほ主とLて土壌に自

乗LFe、Mnも土壊の寄与を無視できない。LかL、

Zn、Pb、Cuほ人為的発生源に由来するものとされ「

おり、これらの金属についても年始の濃度が低かっチ

ことは、年始の人為的発生源低下の影響が金属濃度狂

っいてほ現われていたものといえる。また、地点即こ

みると、年始前の戸田の金属濃度ほ各項目とも他地ノ弓

より高いが、年始の濃度ほ年始前よりも各項目とも1

3以上減少L、他地点とほぼ同じレベルの濃度にな′

ていた。戸田は東京の北部に隣接し周辺にも中小工萄

が存在しており、地域的にみて他地点よりも人為的ヨ

生瀬の影響が大きいものと推察される。そのため年女

の人為的発生源低下の影響が他地点より大きく現わ才

たものと考えられる。
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3・5　水溶性イオン

3・5・－　水溶性イオン濃度

アンダーセンサソプラーで測定した調査期間中の水

溶性イオン濃度を蓑4に示す0年始の濃度ほ年始前と

比較して減少しているものが多いが、金属濃度ほど大

きな減少率でほなかった0また、NO㌻ほ年始前と年始

でほとんど濃度の差がみられなかった0年姶後と比較

するとCl－、NO㌻、N＝∴K＋ほ年始後の方が濃度が低

く、今回の調査でほ、これらのイオンは年始が特に低

濃度とはいえなかったQ

3■5・2　水溶性イオン間の関係

表5に粒径別にイオン間の相関係数を示す0微小粒

子（粒径2・1FLm以下）においてほNH；－Cl．－K＋間の相

関係数が0・97～0・99と高かった0これらのイオンは大

気中での挙動が類似しているものと思われる0粗大粒

子（粒径2・1〃m以上）においてほ微小粒子はど高い相

関を示す覿合せはないが、Mg2十－Cr、Ca2＋－S肝、

Ca2＋一NHJ問の相関係数が087と比較的高かった。

表6に水溶性イオンの当量濃度を示す。陽イオンと

陰イオンの当量濃度比は、微小粒子側でほ年始の戸田

の0．84を除いて0・95～1・00であり、陽イオンと陰イオ

ンのバランスほとれていた。徽小粒子中でのCl∴

NO；、SO雲‾の化合物としての形ほ、陽イオン側でほ

NHJが圧倒的に多いこと、角脇の報告によれば微小領

域の二次粒子ほNH4塩の形をとるとされていることか

ら、NH。Cl、NH4NO3、（NH4）2SO4として存在し、残りが

NHJ以外のイオンと結合しているものと考えられる。

粗大粒子側の陽イオンと陰イオンの当量濃度比ほ、

0．81～1．32とややバランスがくずれており、年始が

0．82～0．98と1以下なのに対し、年鱒後ほ1・08～132と

1以上となり期間によって異なる僚向を示した。粗大

粒子側でほ今回測定しなかった金属イオンや炭酸イオ

ンがイオンバランスをみるうえで無視できなかったも

のと推察される。粗大粒子中のCl‾、NO；、SO≡‾の化合

物としての形ほ微小領域はど一定した鼠成でほないと

蓑4　調査期間中の水溶性イオン濃度　　　　　　　　単位：購佃

期間 ＼ 酎 芭 竺 C l－ N O 3‾ S O 42‾ N H 4＋ C a 2＋ M g 2十 N a ＋ K ＋

12 ／24

l

12 ／28

所 沢 6 95 （2 ．4） 5 2 6 （1 ，1） 5 8 0 （1 ．4 ） 4 88 （1 ．7） 1 14 （1 ．4） 0 ．19 （1 ．2） 0 ．66 （1 ．5） 0 5 6 （1 8 ）

戸 田 壬1．26 （2 ．0） 6 3 7 （1 ．0 ） 7 ．6 8 （1 ．7 ） 7．5 1 （2 0 ） 1 8 4 （2 5 ） 0 22 （1 2 ） 0 ．74 （1 ．5） 0 7 6 （1 9 ）

清 和 10 ．55 （1 6 ） 6 ．2 8 （0 ．9 ） 7 62 （1 ．4 ） 6 99 （1 ．3） 1 5 4 （1 ．9 ） 0 ．22 （1 4 ） 0 75 （1 ，5） 0 ．7 4 （1 ．5 ）

久 喜 6 59 （0 9 ） 4 ，11 （0 9 ） 6 ．46 （1 ．3） 4．97 （0 ．9） 1 2 6 （1 ．5 ） 0 19 （1 ．6） 0 53 （1 5 ） 0 5 3 （1 ．3 ）

1 2／31

l

1 ／4

所 沢 2．88 4 ．7 8 4　28 2 ．9 2 0 ．8 0 0 16 0 ．45 0 ．3 1

戸 田 5．64 6 ．0 8 4　54 3　8 1 0 ．7 3 0 19 0 ．50 0　3 9

浦 和 6．72 6　6 6 5 ．32 5　44 0　呂1 0 16 0　49 0　4 9

久 喜 7．00 4 ．78 5 1 1 5　2 9 0 ．8 6 0 12 0　3 5 0 ．4 1

1 ／14

l

1 ／18

所 J尺 2．14 （0 7 ） 2 68 （0 ．6） 5．00 （1 ．2） 1 7 3 （0 ．6 ） 1 i39 （1 7 ） 0 ．1 5 （0 9 ） 0 5 3 （1 2 ） 0 26 （0 呂）

戸 田 3．74 （0 7 ） 3 ．63 （0 6 ） 6 ．07 （1 ．3） 3 ．14 （0 呂） 1．51 （2 ．1） 0．1 7 （0 ．9） 0 ．5 7 （1 1 ） 0 ．34 （0 9 ）

痛 和 3 ．34 （0 ．5） 3 43 （0 5 ） 5 24 （1 0 ） 2 ．6 8 （0 5 ） 1 31 （1 ．6） 0 ．1 7 （1 ．1） 0 ．5 1 （1 0 ） 0 34 （0 ，7）

久喜 2 ．4 5 （0 4 ） 3 43 （0 7 ） 6 2 6 （1 3 ） 2 6 4 （0 ．5 ） 1．28 （1 ．5） 0 ．1呂（1 5 ） 0 ．5 5 （1 6 ） 0 3 1（0 8 ）

注）かソコ内は正月の濃度に対する比率

蓑5　水溶性イオソ間の相関　　　　粗大粒子（粒径21〃m以上）間

C l‾ N O 3‾ S O 。2【 N H 4十 C a2＋ M g2＋ N a＋ K ＋

C l‾ 、 ＼ ＼ ＼ 0　83 0 ．55 0　73 0　65 0 ．87 0　42 0　81

N O 3‾ 0 ，78 ＼　 ＼ 0　38 0　57 0　38 0．73 0 ．50 0　63

S O 42一 0 ．76 0 ．34 0　68 0　87 0　56 0　85 0　72

N H 4＋ 0　99 0　79 0 ．76 0　87 0　53 0　51 0　60

C a2＋ －0　34 －0 ，76 0 15 －0　38 、 －＼　＼ 0　60 0 ，66 0 ．66

M g 2＋ －0 ．27 －0　26 0 ，00 －0　36 0 ．36 、＼ ＼ ＼ ＼ 0　51 0 ．78

N a十 0　67 0 ．35 0 ．78 0　61 0 16 0　42 ＼ ＼　＼ 0　61

K 十 0 ．98 0 ．73 0 ．82 0　97 －0　27 －0 ．13 0 ，78

微小粒子（粒径2．1〟m以下）間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n＝12
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表6　水溶性イオンの当量濃度　単位：。eq／m－

‥
・
　
　
　
　
　
　
　
．
1
∴
ト
＝
．
．
・
∴
・
∵
‥
・
：
．
∵
．
．
．
．
．
」
＝
㌻
㌢
！
㌻
・
…
・
、
・
－
J
・
－
j
l
－
…
・
、
・
・
．
＝
＝
ほ
〓
‖
＝
H
■

　　 損臼
期間　 地．十＼

C l‾ N O 豆‾SO 42 N 仇＋ Ca2＋ M g2十 N a＋ K 十 ∑＋／∑‾

12／24

所 沢
20 1 2 4 5 2 4 8 9 1 2 2 0　95

1 7 6 7 3 7 6 2 68 9 7 1 7 1 2 0 ．96

戸 田
33 1 4 50 4 7 8 1 2 1 3 2 1 ．12

l
2 8 5 8 9 11 0 4 1 2 13 6 2 0 1 7 0 ．97

浦和
34 1 4 5 1 3 6 6 田 12 3 0 ．96

1 2／28
26 4 8 7 10 7 3 8 4 1 0 7 2 0 16 0　9 5

久喜
18 7 4 0 ロ 51 9 8 2 1 ．09

1 6 7 5 9 9 4 2 7 4 1 2 7 1 5 田 1 ．00

1 2／31

所 沢
9 9 3 4 0 3 3 7 1 0 ロ

0　98

7 2 68 55 16 1 7 6 9 7
0　97

戸 田
17 1 0 2 8 ロ 29 7 8 ロ 0 ．84

ロ
14 2 8 8 6 7 2 1 1 7 9 1 3 9 0 ．84

浦 和
19 1 3 3 6 2 3 4 7 田 2 0　82

1 ／4
17 1 9 4 7 5 3 0 0 7 6 10 1 0 0　98

久喜
14 8 3 3 2

2 9 2

34 5 7 ロ 0　89

18 3 6 9 7 3 9 4 9 10 1 ．00

1 ／14

所 沢
四 8 4 2 2

9 4

5 0 4 田 2 1 ．13

4 9 35 62 1 9 8 1 2 5 0　95

1 8 10 4 7 4

17 1

7 4 8 四 2 1．32

l

戸 田 87 4 8 7 9 15 7 1 3 7 1．00

浦和
19 9 3 5 2

1 4 6

4 9 6 9 2 1 0 8

1 ／18
7 6 4 6 7 3 16 8 13 7 0　97

久喜
田 7 4 7 ロ

14 5

5 1 8 12 2 1 14

5 8 4 8 8 4 14 7 田 6 0　96

注）上段：粗大粒子（粒径2，1＃m以上）
下段：微小粒子（粒径2．1〃m以下）

∑＋／∑一：（NH‘i＋＋Ca2＋＋Mg2＋＋Na＋＋K十）neq／（Cl．＋

NO3‾＋SO42‾）neq

思われるが、陰イオンの中で最も多いSO弓‾ほ、陽イオ

ンのかなりの部分を占める∈a2＋と主とLてCaS吼の形

で存在Lているものと推察される。この形の室町は、

セメント風化物、自動亭排ガスなどから町一次粒子と

考えられる。

3・6　二次粒子・土壌粒子の推定割合

ガスから粒子に変換した二次粒子の割合の推定を試

みた。（1）NH㌻とNOJほ全量、（2）SO莞‾は微小粒子中

のもの、（3〕C‡－は廃棄物焼却及び海塩粒子等の一次

粒子の寄与も大きいと考えられることと二次粒子の傲

小領域での風成がNH。塩とされていることから、

NOJ、SO喜一と結合したNHトの残りと当量的に等しい

CI一を二次粒子のCl‾として、これらのNH∴　NO；、

SO…∴Cl棚の和から浮遊粉じんに対する二次粒子の割

合を求めた。また、土壌粒子の割合ほ、浮遊粉じん［

のAlをすべて土壌から由来Lたものと仮定し、土壌〔

のAlの含有率を6％として求めた。その結果を表7をl

示す。浮遊粉じんに対する二次粒子の推定割合ほ、≦

姶が20～24％であり年始前後の期間より高かった。一

方、土壌粒子の推定割合は、年始後が30～45％と高く

年始ほ10～18％と低かった。ただし、土壌粒子の割イ

ほ、ローポリウムサンプラーで採取した粒径川〃m上

下の浮遊粉じんに対するものである。粒径川〃m以＿

の粒子も含めた浮遊粉じんに対する土壌粒子の推定雲

合ほ、これよりも高い割合を示すと考えるべきであj

う。

表7　二次粒子・土壌粒子の推定割合　単位：

地　 点

二　 次二　村」 ／一 土　　　　 壌

1 2／24 12／3 1 1／14 1 2／24 12／3 1 1／14

～ 1 2／2 1 ～ 1／4 ～ 1／1H ～ 1 2／2 － ～ 1／′4 ～ 1／1

所　 沢 17 2 1 9 17 13 4 5

戸　 出 17 2 0 1 2 20 10 3 0

浦　 和 18 2 3 四 17 15 3 8

　　 ∈ご・久　 骨 18 2 4 1 5 2 6 18 3 8

以上の結果から、年始の浮遊粉じんに対する二次当

千と土壌粒子の推定割合の和ほ30～42％であり、土圭

粒子の割合が低く見積られているとLても、今回調う

Lた年始の浮遊粉じんにほ、人為的発生源からの一i

粒子の寄与がかなりあったものと推定される。

4　まとめ

今回の年始前後の浮遊粉じん調査でほ、次のこと7

わかった。

（1〕　ローポリウムサンプラーで測定した年始の浮主

粒子状物質濃度ほ44～59／jg／戒の範囲にあった。

（2〕年始の浮遊粉じん中の微小粒子の割合ほ65′

67％であり、年始前よりも若干高かった。

（3〕年始の金属濃度ほ年始前後に比べて低濃度をラ

した。

（4）年始の水溶性イオン濃度は年始前に比べて濃王

の減少したものが多かったが、NOJは年始前の惑

度と同レベルであった。

（5）年始の浮遊粉じんに対する土壌粒子の推定割1

ほ10～18％、二次粒子の推定割合ほ20～24％－

あった。
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